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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　採取された微量な血液を希釈して生成される生体分析試料を収容するための血液分析用

構造体であって、

　前記採取された血液中の血漿を希釈するための希釈緩衝液と、

　該希釈された血漿を前記採取された血液中の血球と分離するための血漿分離用高分子ゲ

ルと、

　前記希釈緩衝液と血漿分離用高分子ゲルを収容するとともに、前記採取された血液を導

入して収容し、保存するための血液希釈保存容器と、

　前記血液希釈保存容器の上部開口部から導入される前記血液を前記希釈緩衝液と血漿分

離用高分子ゲルとともに前記血液希釈保存容器に封入するための密閉蓋とを備え、

　前記希釈緩衝液と血漿分離用高分子ゲルとが前記血液希釈保存容器の内部空間内で上下

方向にそれぞれ独立した層を形成するようになっており、

　前記採取された血液が前記上部開口部から導入され、前記血液希釈保存容器に対して上

方から下方に向かって作用する遠心力を付加することによって、希釈された前記採取され

た血液の血漿を含む希釈緩衝液の血漿層と前記血漿分離用高分子ゲルの層と前記血球の層

とがそれぞれ独立した層として前記血液希釈保存容器内に形成されるように構成され、

採取された血液において希釈された血漿の前記血漿層の比重がほぼ 1 . 0 1 2～ 1 . 0 1 4で ある、

血液分析用構造体。

【請求項２】
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　 採 取 さ れ た 微 量 な 血 液 を 希 釈 し て 生 成 さ れ る 生 体 分 析 試 料 を 収 容 す る た め の 血 液 分 析 用

構 造 体 で あ っ て 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 漿 を 希 釈 す る た め の 、 内 部 標 準 入 り の 希 釈 緩 衝 液 と 、

　 該 希 釈 さ れ た 血 漿 を 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 球 と 分 離 す る た め の 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ

ル と 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 収 容 す る と と も に 、 前 記 採 取 さ れ た 血 液 を 導

入 し て 収 容 し 、 保 存 す る た め の 血 液 希 釈 保 存 容 器 と 、

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ る 前 記 血 液 を 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分

離 用 高 分 子 ゲ ル と と も に 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 封 入 す る た め の 密 閉 蓋 と を 備 え 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル と が 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 内 部 空 間 内 で 上 下

方 向 に そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 を 形 成 す る よ う に な っ て お り 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 が 前 記 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ 、 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 対 し て 上

方 か ら 下 方 に 向 か っ て 作 用 す る 遠 心 力 を 付 加 す る こ と に よ っ て 、 希 釈 さ れ た 前 記 採 取 さ れ

た 血 液 の 血 漿 を 含 む 希 釈 緩 衝 液 の 血 漿 層 と 前 記 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル の 層 と 前 記 血 球 の 層

と が そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 と し て 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 内 に 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た 血

液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル の 比 重 が 前 記 血 球 よ り も 小 さ く 、 前 記 血 漿 層 の 比 重 よ り は 大

き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 の 比 重 が 、 前 記 血 漿 の 比 重 よ り も 小 さ く な っ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず

れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 が 前 記 血 液 と ほ ぼ 等 張 の 285m Osm/Lの 浸 透 圧 を 有 し 、 比 重 が ほ ぼ 1.0106

で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 血 液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 が 前 記 血 液 よ り も 高 い ほ ぼ 500m Osm/Lの 浸 透 圧 を 有 し 、 比 重 が ほ ぼ 1.011

で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 血 液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ７ 】

　 上 部 開 口 端 の 密 封 蓋 の 下 側 に 希 釈 緩 衝 液 の 層 が あ り 、 そ の 下 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル

化 剤 の 層 が 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ８ 】

　 上 部 開 口 端 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 の 層 が 形 成 さ れ 、 そ の 下 側 に 希 釈 緩 衝 液 の 層

が 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 用 構 造 体 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 が 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か

１ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に は 、 所 定 量 の 血 液 が 入 っ た こ と を 示 す た め の 目 印 が 形 成 さ れ て

い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 が 、 前 記 上 部 開 口 部 を 密 閉 可 能 な ス ク リ ュ ー 式 の 蓋 を 備 え て い る

請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 底 部 が 、 開 閉 可 能 ま た は 脱 着 可 能 で あ る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず

れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 は 、 外 径 が ほ ぼ １ ４ ｍ ｍ 、 高 さ が ほ ぼ ７ ５ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 で あ り

、

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 底 部 は 、 外 径 が ほ ぼ １ ４ ｍ ｍ 、 高 さ が ほ ぼ ２ ５ ｍ ｍ の 脱 着 可 能
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な 底 蓋 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 内 面 の 形 状 が 、

　 上 端 部 の 内 径 が ほ ぼ １ ０ ｍ ｍ 、 下 端 部 の 内 径 が ほ ぼ ５ ｍ ｍ で あ り 、

　 前 記 上 端 部 か ら 前 記 下 端 部 の 深 さ が ほ ぼ ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、

　 前 記 上 端 部 か ら 前 記 下 端 部 に か け て 内 径 が 漸 減 す る 形 状 を 成 し て い る 請 求 項 １ ～ ８ の い

ず れ か １ 項 に 記 載 の 血 液 分 析 構 造 体 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 採 取 さ れ た 微 量 な 血 液 を 希 釈 し て 生 成 さ れ る 生 体 分 析 試 料 を 収 容 し 、 希 釈 さ れ た 血 漿 と

血 球 と を 分 離 す る 希 釈 血 液 の 分 離 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 漿 を 希 釈 す る た め の 希 釈 緩 衝 液 を 用 意 し 、

　 該 希 釈 さ れ た 血 漿 を 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 球 と 分 離 す る た め の 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ

ル を 用 意 し 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 収 容 す る と と も に 、 前 記 採 取 さ れ た 血 液 を 導

入 し て 収 容 し 、 保 存 す る た め の 血 液 希 釈 保 存 容 器 を 用 意 し 、

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ る 前 記 血 液 を 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分

離 用 高 分 子 ゲ ル と と も に 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 封 入 す る た め の 密 閉 蓋 を 用 意 し 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル と が 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 内 部 空 間 内 で 上 下

方 向 に そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 を 形 成 す る よ う に 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 導 入 し 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 が 前 記 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ 、 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 対 し て 上

方 か ら 下 方 に 向 か っ て 作 用 す る 遠 心 力 を 付 加 し 、

　 希 釈 さ れ た 前 記 採 取 さ れ た 血 液 の 血 漿 を 含 む 希 釈 緩 衝 液 の 血 漿 層 と 前 記 血 漿 分 離 用 高 分

子 ゲ ル の 層 と 前 記 血 球 の 層 と が そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 と し て 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 内 に 形 成

す る 段 階 を 備 え 、 採 取 さ れ た 血 液 に お い て 希 釈 さ れ た 血 漿 の 前 記 血 漿 層 の 比 重 が ほ ぼ 1 . 0 1

2～ 1 . 0 1 4に な る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 血 液 の 分 離 方 法 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 採 取 さ れ た 微 量 な 血 液 を 希 釈 し て 生 成 さ れ る 生 体 分 析 試 料 を 収 容 し 、 希 釈 さ れ た 血 漿 と

血 球 と を 分 離 す る 希 釈 血 液 の 分 離 方 法 で あ っ て 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 漿 を 希 釈 す る た め の 、 内 部 標 準 入 り の 希 釈 緩 衝 液 を 用 意 し 、

　 該 希 釈 さ れ た 血 漿 を 前 記 採 取 さ れ た 血 液 中 の 血 球 と 分 離 す る た め の 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ

ル を 用 意 し 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 収 容 す る と と も に 、 前 記 採 取 さ れ た 血 液 を 導

入 し て 収 容 し 、 保 存 す る た め の 血 液 希 釈 保 存 容 器 を 用 意 し 、

　 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ る 前 記 血 液 を 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分

離 用 高 分 子 ゲ ル と と も に 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 封 入 す る た め の 密 閉 蓋 を 用 意 し 、

　 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル と が 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 内 部 空 間 内 で 上 下

方 向 に そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 を 形 成 す る よ う に 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 導 入 し 、

　 前 記 採 取 さ れ た 血 液 が 前 記 上 部 開 口 部 か ら 導 入 さ れ 、 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 対 し て 上

方 か ら 下 方 に 向 か っ て 作 用 す る 遠 心 力 を 付 加 し 、

　 希 釈 さ れ た 前 記 採 取 さ れ た 血 液 の 血 漿 を 含 む 希 釈 緩 衝 液 の 血 漿 層 と 前 記 血 漿 分 離 用 高 分

子 ゲ ル の 層 と 前 記 血 球 の 層 と が そ れ ぞ れ 独 立 し た 層 と し て 前 記 血 液 希 釈 保 存 容 器 内 に 形 成

す る 段 階 を 備 え た 、 こ と を 特 徴 と す る 希 釈 血 液 の 分 離 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 微 量 の 血 液 を 血 液 希 釈 緩 衝 液 に よ っ て 希 釈 さ れ た 血 液 試 料 か ら の 血 漿 の 分 離

方 法 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 採 取 し た 血 液 を 血 球 と 血 漿 に 分 離 す る こ と は 従 来 か ら 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 開 平 ７
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－ ２ ９ ４ ５ １ ６ 号 （ 特 許 文 献 １ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 血 液 の 分 離 操 作 に 用 い ら れ る 分 離 剤 と し て は 、 シ リ コ ー ン オ イ ル 、 塩 素 化 ポ リ ブ テ

ン 、 ポ リ イ ソ ブ テ ン 、 ア ク リ ル 系 重 合 体 、 炭 素 数 が ６ － ２ ０ の α － オ レ フ ィ ン と マ レ イ ン

酸 ジ メ チ ル エ ス テ ル と の 共 重 合 体 、 ス チ レ ン ・ マ レ イ ン 酸 ジ メ チ ル エ ス テ ル 共 重 合 体 等 の

分 離 層 形 成 高 分 子 化 合 物 （ ａ ） を 主 成 分 と し 、 こ れ に チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 付 与 剤 （ ｂ ） を 配

合 し た も の が 知 ら れ 、 か つ 、 実 用 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 付 与 剤 と し て は 、 比 重 、 粘 度 調 整 用 と し て シ リ カ 、 粘 土 等 の 無 機 微 粒

子 や 、 ソ ル ビ ト ー ル と ベ ン ズ ア ル デ ヒ ド と の 縮 合 物 （ ジ ベ ン ジ リ デ ン ソ ル ビ ト ー ル ） 、 水

添 ヒ マ シ 油 、 １ ２ -ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 、 水 溶 性 蛋 白 の ニ ト ロ フ ミ ン 酸 付 加 物 、 グ ル

タ ミ ン 酸 ア ミ ド 、 ジ メ タ ノ ー ル オ ク タ ヒ ド ロ ナ フ タ レ ン 系 共 重 合 体 等 の 有 機 ゲ ル 化 剤 が 知

ら れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 従 来 か ら 、 採 取 し た 血 液 を 試 料 と し て 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 入 っ た 容 器 に 収 容 し 、 容

器 内 の 試 料 血 液 中 の 生 体 成 分 を 測 定 す る 方 法 が 知 ら れ て い る 。

　 採 取 し た 血 液 試 料 を 収 容 し た 容 器 内 の 微 量 の 血 液 を 用 い て 血 液 中 の 生 体 成 分 を 測 定 す る

こ と に よ り 、 健 康 状 態 や 疾 病 早 期 発 見 や 未 病 の 検 出 に 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 こ の 手 法 で は 、 血 液 検 査 用 の 血 液 を 採 取 す る た め の 時 間 と 場 所 を 自 由 に 設 定 で き る と い

う 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 場 合 、 採 取 し た 血 液 試 料 を 収 容 し た 容 器 を 採 取 し た 場 所 か ら 試 料 分 析 を 行 う 場 所 に

輸 送 す る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 本 件 発 明 の 血 液 試 料 を 容 器 に 収 容 し て 保 存 す る こ と が 必

要 と な り 、 採 取 血 液 試 料 の 正 確 な 分 析 結 果 を 得 る た め に は 希 釈 緩 衝 容 器 に 保 存 期 間 中 に お

け る 血 液 試 料 の 状 態 変 化 を 最 小 に 止 め る こ と が 肝 要 と な る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 試 料 血 液 を 保 存 す る た め の 手 法 と し て 、 血 液 を 内 部 標 準 入 り の 血 液 希 釈 緩 衝 液 で 希 釈 し

て 、 希 釈 血 球 成 分 と 希 釈 血 漿 成 分 を フ ィ ル タ ー （ 濾 過 手 段 ） で 分 離 し て 容 器 中 に 保 存 す る

方 法 が 知 ら れ て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ７ － ２ ９ ４ ５ １ ６ 号

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ５ ５ ３ ２ ３ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 し か し 、 フ ィ ル タ ー に よ る 血 球 の 分 離 は 物 理 的 な 圧 力 が か か る た め 、 血 球 が 物 理 的 圧 力

で 溶 血 し て 希 釈 血 漿 成 分 を 正 確 に 測 定 す る こ と が で き な い 場 合 も あ る 。

　 微 量 の 血 液 か ら 生 体 成 分 を 測 定 す る に は 血 液 を 内 部 標 準 入 り の 血 液 希 釈 緩 衝 液 で ５ ～ １

０ 倍 に 希 釈 し て 、 希 釈 血 球 成 分 を フ ィ ル タ ー で 分 離 す る 必 要 が あ っ た 。 フ ィ ル タ ー に よ る

血 球 の 分 離 は 物 理 的 な 圧 力 が か か る た め 、 血 球 が 物 理 的 圧 力 で 溶 血 し て 、 血 漿 の 希 釈 倍 数

上 昇 や 測 定 時 の ヘ モ グ ロ ビ ン の 干 渉 な ど 希 釈 血 漿 成 分 の 測 定 に お い て 正 確 に 測 定 す る こ と

が で き な い こ と が あ る 。 ま た フ ィ ル タ ー 内 に 希 釈 血 漿 が 残 存 し て 希 釈 血 漿 量 の 回 収 量 が 低

下 し 、 再 希 釈 な ど に よ り 精 度 の 低 下 な ど の 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 フ ィ ル タ ー に よ る 希 釈 血 漿 成 分 の 分 離 で は 、 ろ 過 時 の 物 理 的 な 圧 力 で 血 球 が 破 裂 し て 溶

血 を 起 こ す た め 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 浸 透 圧 を 高 く し て 血 球 を 収 縮 さ せ て 溶 血 を 防 ぐ 必 要 が

あ っ た 。 こ の た め 、 血 球 内 の 水 分 が 血 漿 中 に 遊 出 す る た め 生 体 成 分 の 測 定 に 誤 差 が 生 じ る
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こ と か ら 、 検 査 項 目 毎 に 測 定 係 数 を 必 要 す る な ど の 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 従 来 の 血 液 試 料 を 高 分 子 ゲ ル で 遠 心 分 離 に よ り 血 球 と 血 漿 と の 分 離 方 法 で は 、 血 球 と 血

漿 と の 比 重 の 差 が あ ま り 大 き く な い た め に 必 ず し も 分 離 効 率 が 良 く な か っ た 。 一 部 の 赤 血

球 が 血 漿 中 に 残 存 し 、 保 存 に よ り 溶 血 を 来 し て 測 定 時 に 影 響 を 及 ぼ す 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 件 発 明 者 は 上 記 の よ う な 事 情 を 踏 ま え 20～ 100μ L程 度 の 微 量 の 採 取 さ れ た 血 液 に 血 液

希 釈 緩 衝 液 を 加 え て 、 血 球 成 分 と 血 漿 成 分 と を 分 け て 保 存 す る 場 合 に お い て 、 血 液 希 釈 緩

衝 液 を 入 れ た 容 器 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル に よ り 、 容 器 内 の 血 球 と 希 釈 さ れ た 血 漿 と を 効

果 的 に 分 離 す る 手 法 を 見 い だ し た 。 こ の 場 合 希 釈 血 球 は 当 該 高 分 子 ゲ ル 化 剤 の 下 部 側 の 領

域 に 、 希 釈 血 漿 は 当 該 ゲ ル 化 剤 上 部 側 の 領 域 に 分 離 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 件 発 明 に よ れ ば 微 量 な 血 液 を 希 釈 緩 衝 液 で 希 釈 し た 試 料 に つ い て 、 そ の 希 釈 血 漿 分 離

に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 用 い て 遠 心 分 離 す る 方 法 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 内 蔵 し た 微

量 血 液 希 釈 保 存 容 器 が 提 供 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 本 件 発 明 に よ れ ば 、 遠 心 分 離 に よ り 血 球 と 希 釈 血 漿 と を 分 離 す る の に 使 用 す る 血 液 希 釈

保 存 容 器 が 用 意 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 こ の 容 器 に は 血 液 中 の 血 漿 を 希 釈 す る た め の 希 釈 緩 衝 液 と 、 採 取 し た 血 液 を 注 入 さ れ る

。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 さ ら に 該 容 器 に は 比 重 が 、 前 記 血 球 と 前 記 希 釈 血 漿 の 中 間 で あ る 所 定 量 の 高 分 子 ゲ ル が

導 入 さ れ る 。 す な わ ち 、 容 器 中 に は 、 前 記 希 釈 緩 衝 液 と 、 前 記 高 分 子 ゲ ル と が 収 容 さ れ る

。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ の 場 合 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 を 入 れ た 容 器 に は 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 を 両 者 が 直 接 接

触 す る 態 様 で 共 に 容 器 内 で 共 存 す る こ と と な る が 両 者 が 混 在 す る 状 況 は 生 じ る こ と な い 。

す な わ ち 血 液 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 は 分 離 し た 状 態 で 別 々 の 領 域 を 占 有

し た 状 態 で 容 器 内 に 存 在 す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 容 器 内 の 内 容 物 は 、 １ つ の 態 様 で は 上 部 開 口 端 の 密 封 蓋 の 下 側 に 希 釈 緩 衝 液 の 層 が あ り

、 そ の 下 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 別 の 態 様 で は 上 部 開 口 端 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 の 層 が 形 成 さ れ 、 そ の 下 側 に 希

釈 緩 衝 液 の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ し て 、 両 者 が 収 容 さ れ て い る 容 器 に 対 し て 、 採 取 さ れ た 血 液 試 料 が 容 器 の 開 口 端 側 か

ら 容 器 に 導 入 さ れ る 。 容 器 に は 上 方 か ら 下 方 に 向 か っ て 力 が か か る よ う に 遠 心 力 が 付 加 さ

れ る 。 こ れ に よ っ て 希 釈 緩 衝 液 に よ っ て 希 釈 さ れ た 血 球 と 希 釈 さ れ た 血 漿 と に 分 離 さ れ る

。 こ の 場 合 、 容 器 に 付 加 さ れ る 遠 心 力 は 約 1300Gで 約 10分 間 、 付 加 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 好 ま し い 態 様 で は 、 希 釈 緩 衝 液 の 比 重 は 、 血 漿 の 比 重 よ り も 小 さ い 。 希 釈 緩 衝 液 に よ っ

て 希 釈 さ れ た 希 釈 血 漿 の 比 重 は 約 1.012～ 1.014で あ り 、 血 球 と 希 釈 血 漿 の 比 重 差 が 大 き く

な り 、 血 球 （ 比 重 約 1.095） と 血 漿 （ 比 重 約 1.027） の 分 離 よ り も 希 釈 さ れ た 血 球 と 希 釈 さ

れ た 血 漿 と の 分 離 の 方 が 容 易 と な る 。 使 用 さ れ た 希 釈 液 は 血 液 と 等 張 性 を 有 す る 浸 透 圧 が

約 285m Osm/Lの 液 体 で あ り 、 そ の 比 重 は 約 1.0106で あ り 、 高 い 浸 透 圧 を 有 す る 希 釈 緩 衝 液

の 場 場 合 、 そ の 浸 透 圧 は 約 500m Osm/L程 度 で あ り 、 そ の 比 重 は 約 1.011で あ る 。 好 ま し く は

、 血 液 試 料 を 収 容 す る 容 器 は 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】

　 そ し て 容 器 に は 、 所 定 量 の 血 液 が 入 っ た こ と を 示 す た め の 目 印 が 形 成 さ れ る の が 好 ま し

い 。 こ の 場 合 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 容 器 の 外 周 に は 20～ 100μ Lの 範 囲 内 で 、 例 え ば 65μ L程

度 の 血 液 が 入 っ た こ と を 示 す 印 を 付 け る こ と で 所 定 の 血 液 量 の 採 取 を 目 視 で 確 認 で き る よ

う に す る こ と が 好 ま し い 。 好 ま し く は 、 容 器 は 密 閉 可 能 の 蓋 、 例 え ば ス ク リ ュ ー 式 の 蓋 を

用 い て 密 封 性 を 高 め つ つ 、 容 器 上 端 の 開 口 部 を 開 閉 す る こ と が で き る 。 ま た 、 容 器 の 底 部

が 、 開 閉 可 能 ま た は 脱 着 可 能 に す る こ と も で き る 。 こ の よ う に す る こ と に よ り 血 液 希 釈 緩

衝 液 の 容 器 に 対 し て 遠 心 力 が 付 加 さ れ 、 血 球 が 容 器 の 下 部 に 沈 降 し 底 部 に 付 着 し た 血 球 を

取 り 出 し て 、 血 球 を 用 い る 糖 尿 病 な ど の 糖 化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 検 査 に 利 用 で き る 。 　 底 蓋 は

血 球 を 希 釈 で き る 容 器 を 構 成 し た 形 状 と な っ て い る の で 希 釈 溶 血 液 の 容 器 と し て も 利 用 す

る こ と で き る 。 し た が っ て 糖 化 ヘ モ グ ロ ビ ン の 検 査 に つ い て 血 液 分 析 用 構 造 体 を そ の ま ま

変 更 を 加 え る こ と な く 適 用 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 例 え ば 容 器 は 、 外 径 １ ４ ± ２ ｍ ｍ 、 高 さ ７ ５ ± ５ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 と し 、 容 器 の 底 部 に は

、 外 径 １ ４ ± ２ ｍ ｍ 、 高 さ ２ ５ ± ２ ｍ ｍ の 脱 着 可 能 な 円 筒 形 底 蓋 を 取 り 付 け た 構 造 を 持 つ

。 容 器 の 内 面 の 形 状 つ い て は 、 最 上 部 の 内 径 が １ ０ ｍ ｍ 、 最 底 部 の 内 径 が ５ ｍ ｍ で あ り 、

最 上 部 か ら 前 記 最 低 部 の 深 さ が ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 最 上 部 か ら 前 記 最 低 部 に か け て 先 細 り 形

状 と す る こ と が で き る 。

　 こ の 場 合 、 血 液 採 取 容 器 内 腔 の 上 部 内 径 は 10m mの 円 形 で 深 さ は 30m mで 底 の 内 径 は 5m mで

あ り 、 底 に 向 か っ て 逆 円 錐 形 で 細 く な る 構 造 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 組 成 は シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン 系 樹 脂 、 ジ ベ ン ジ リ デ ン ソ ル ビ ト ー ル

、 シ リ カ 及 び フ タ ル 酸 （ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル ） を 混 練 し て 得 ら れ た チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 ゲ ル

状 分 離 剤 （ 特 許 文 献 １ ） な ど を 利 用 す る 。 そ の 他 、 類 似 す る チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 ゲ ル 状 分 離

剤 で も 良 い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル の 物 理 学 的 特 性 は HLB値 と し て 4.02～ 9.0、 比 重 は 25℃ で 1.02～ 1.

08で あ り 、 分 子 量 GPC法 に よ る 分 子 量 分 布 は 700～ 850で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 ゲ ル 状 分 離 剤 の 特 性 は 希 釈 血 漿 を 分 離 条 件 で あ る 遠 心 力 と 遠 心 時 間 は 1,300G、 10分 間 で

希 釈 血 漿 と 血 球 を 分 離 で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 に お い て は 、 試 料 の 比 重 が 原 血 漿 よ り も 軽 い 希 釈 さ れ た 血 漿 を 分 離 す る の で 、 血

球 の 分 離 効 率 が 向 上 す る 。 ま た 、 血 球 を 破 壊 す る こ と が な い た め 採 取 さ れ た 血 液 を 正 確 に

検 査 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 図 １ 】 希 釈 緩 衝 液 と 血 漿 分 離 用 ゲ ル 化 剤 の 層 と が 形 成 さ れ た 本 発 明 に か か る 血 液 分 析 用

構 造 体 で 血 液 希 釈 保 存 容 器 に 採 取 さ れ た 血 液 を 収 容 し た 状 態 の 断 面 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ

る 。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 上 記 図 １ と 同 様 に 概 略 図 で あ る が 、 図 ２ は 、 血 漿 分 離 用 ゲ ル 化 剤 が 希 釈

緩 衝 液 の 下 側 に 収 容 さ れ た 場 合 の 血 液 分 析 用 構 造 体 （ 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 底 封 入 タ イ プ ） の

遠 心 力 の 付 加 の 前 後 の 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 上 記 図 １ と 同 様 に 概 略 図 で あ る が 、 図 ３ は 、 血 漿 分 離 用 ゲ ル 化 剤 が 希 釈

緩 衝 液 の 上 側 に 収 容 さ れ た 場 合 の 血 液 分 析 用 構 造 体 （ 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 希 釈 液 上 面 封 入 タ

イ プ ） の 遠 心 力 の 付 加 の 前 後 の 状 態 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 容 器 で 遠 心 に よ り 血 球 が 沈 降 し た 底 の 部 分 を ス ク リ ュ

ー 式 の 底 蓋 を 開 閉 す る で き る 構 造 を 持 ち 、 血 球 を 利 用 し た 検 査 用 試 料 と し て 利 用 で き る 構

造 を 有 す る 血 液 分 析 用 構 造 体 を 構 成 す る 血 液 希 釈 保 存 容 器 の 断 面 構 造 を 示 す 概 略 図 で あ る
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。

【 図 ５ 】 図 ５ は 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 底 封 入 タ イ プ (y)と 静 脈 血 漿 (x)と の 相 関 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 希 釈 液 上 面 封 入 タ イ プ (y)と 静 脈 血 漿 （ x） と の 相 関 図 で

あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 本 件 発 明 者 ら は 上 記 の よ う な 事 情 を 踏 ま え 20～ 100μ L程 度 の 微 量 の 採 取 さ れ た 血 液 に 血

液 希 釈 緩 衝 液 を 加 え て 、 血 球 成 分 と 血 漿 成 分 と を 分 け て 保 存 し 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 を 入 れ た

血 液 希 釈 保 存 容 器 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 に よ り 、 容 器 内 の 血 球 と 希 釈 さ れ た 血 漿 と

を 効 果 的 に 分 離 す る 手 法 を 見 い だ し た 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 件 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 血 液 希 釈 保 存 容 器

１ が 用 意 さ れ る 。 そ し て 該 容 器 １ の 中 に は 、 所 定 量 の 希 釈 緩 衝 液 ２ と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ

ル 化 剤 ３ と が 収 容 さ れ 、 血 液 分 析 用 構 造 体 を 構 成 す る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 該 希 釈 緩 衝 液 ２ は 採 取 さ れ た 血 液 ４ の 中 の 血 漿 を 希 釈 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 上 記 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ の 比 重 は 、 血 液 ４ 中 の 血 球 ５ と 前 記 希 釈 緩 衝 液 ２ に よ

っ て 希 釈 さ れ た 血 漿 の 間 の 値 を 有 す る よ う に 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 こ の 場 合 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 ２ を 入 れ た 容 器 １ に は 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ を 両 者 が

直 接 接 触 す る 態 様 で 共 に 容 器 １ 内 で 共 存 す る こ と と な る が 両 者 が 混 在 す る 状 況 は 生 じ る こ

と な い 。 す な わ ち 希 釈 緩 衝 液 ２ と 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ は 分 離 し た 状 態 で 独 立 し た

別 々 の 領 域 を 占 有 し た 状 態 で 容 器 １ 内 に 存 在 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 容 器 １ 内 の 内 容 物 は 、 一 つ の 態 様 で は 上 部 開 口 ６ の 密 封 蓋 ７ の 下 側 に 希 釈 緩 衝 液 ２ の 層

が あ り 、 そ の 下 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 別 の 態 様 で は 上 部 開 口 端 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ の 層 が 形 成 さ れ 、 そ の 下 側 に

希 釈 緩 衝 液 ２ の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 容 器 内 の 内 容 物 は 、 １ つ の 態 様 で は 図 ２ に 示 す よ う に 上 部 開 口 ６ の 下 方 に 希 釈 緩 衝 液 ２

の 層 が あ り 、 そ の 下 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 別 の 態 様 で は 図 ３ に 示 す よ う に 上 部 開 口 側 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ の 層 が 形 成 さ

れ 、 そ の 下 側 に 希 釈 緩 衝 液 の 層 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 そ し て 、 両 者 が 収 容 さ れ て い る 容 器 １ に 対 し て 、 採 取 さ れ た 血 液 試 料 が 容 器 の 開 口 ６ 側

か ら 容 器 １ に 導 入 さ れ る 。 容 器 １ に は 上 方 か ら 下 方 に 向 か っ て 力 が か か る よ う に 遠 心 力 が

付 加 さ れ る 。 こ れ に よ っ て 希 釈 緩 衝 液 ２ に よ っ て 希 釈 さ れ た 血 球 ５ の 層 と 希 釈 さ れ た 血 漿

層 ８ と に 分 離 さ れ る 。 こ の 場 合 、 容 器 １ に 付 加 さ れ る 遠 心 力 は 約 1300Gで 約 10分 間 、 付 加

さ れ る 。 こ の 場 合 、 遠 心 力 を 与 え る た め に ポ ー タ ブ ル 遠 心 器 （ 図 示 せ ず ） に 希 釈 緩 衝 液 ２

、 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤 ３ 及 び 採 取 さ れ 血 液 試 料 を 容 器 １ に 収 容 し た 状 態 で 容 器 １ を

、 容 器 １ の 上 部 か ら 下 部 の 方 向 に 作 用 力 が 生 じ る よ う に 遠 心 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 好 ま し い 態 様 で は 、 希 釈 緩 衝 液 ２ の 比 重 は 、 血 漿 の 比 重 よ り も 小 さ い 。 希 釈 緩 衝 液 ２ に

よ っ て 希 釈 さ れ た 希 釈 血 漿 ８ の 比 重 は 約 1.012～ 1.014で あ り 、 血 球 と 希 釈 血 漿 の 比 重 差 が

大 き く な り 、 血 球 ５ （ 比 重 約 1.095） と 血 漿 （ 比 重 約 1.027） の 分 離 よ り も 希 釈 さ れ た 血 球

と 希 釈 さ れ た 血 漿 と の 分 離 の 方 が 容 易 と な る 。 使 用 さ れ た 希 釈 液 は 血 液 と 等 張 性 を 有 す る

浸 透 圧 が 約 285m Osm/Lの 液 体 で あ り 、 そ の 比 重 は 約 1.0106で あ り 、 高 い 浸 透 圧 を 有 す る 希
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釈 緩 衝 液 の 場 合 、 そ の 浸 透 圧 は 約 500m Osm/L程 度 で あ り 、 そ の 比 重 は 約 1.011で あ る 。 好 ま

し く は 、 血 液 試 料 を 収 容 す る 容 器 は 透 明 な プ ラ ス チ ッ ク で 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 そ し て 容 器 １ に は 、 所 定 量 の 血 液 が 入 っ た こ と を 示 す た め の 目 印 ９ が 形 成 さ れ る の が 好

ま し い 。 こ の 場 合 、 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 容 器 の 外 周 に は 20 100μ Lの 範 囲 内 で 、 例 え ば 65μ L

程 度 の 血 液 が 入 っ た こ と を 示 す 印 を 付 け る こ と で 所 定 の 血 液 量 の 採 取 を 目 視 で 確 認 で き る

よ う に す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ４ に 示 す よ う に 、 好 ま し く は 、 容 器 は 密 閉 可 能 の 蓋 、 例 え ば ス ク リ ュ ー 式 上 蓋 １ ０ を

用 い て 密 封 性 を 高 め つ つ 、 容 器 上 端 の 開 口 部 を 開 閉 す る こ と が で き る 。 ま た 、 容 器 １ の 底

部 に 同 様 の ス ク リ ュ ー 式 の 蓋 １ １ を 用 い て 開 閉 可 能 ま た は 脱 着 可 能 に す る こ と も で き る 。

こ の よ う に す る こ と に よ り 血 液 希 釈 緩 衝 液 の 容 器 に 対 し て 遠 心 力 を 付 加 し て 、 容 器 １ の 下

部 に 沈 降 し 底 部 に 付 着 し た 血 球 ５ を 取 り 出 し て 、 検 査 す る こ と が で き る と い う 利 便 性 が 生

じ る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 例 え ば 容 器 １ は 、 外 径 １ ４ ± ２ ｍ ｍ 、 高 さ ７ ５ ± ５ ｍ ｍ の 円 筒 形 状 と し 、 容 器 １ の 下 端

部 に は 、 外 径 １ ４ ± ２ ｍ ｍ 、 高 さ ２ ５ ± ２ ｍ ｍ の 脱 着 可 能 な 円 筒 形 ス ク リ ュ ー 式 底 蓋 １ １

を 取 り 付 け た 構 造 を 持 つ 。 容 器 １ の 内 面 の 形 状 に つ い て は 、 上 端 部 の 内 径 が １ ０ ｍ ｍ 、 下

端 部 の 内 径 が ５ ｍ ｍ で あ り 、 最 上 部 か ら 前 記 下 端 部 の 深 さ が ３ ０ ｍ ｍ で あ り 、 上 端 部 か ら

下 端 部 に か け て 先 細 り 形 状 と す る こ と が で き る 。

　 こ の 場 合 、 血 液 採 取 容 器 内 腔 の 上 部 内 径 は 10m mの 円 形 で 深 さ は 30m mで 底 の 内 径 は 5m mで

あ り 、 底 に 向 か っ て 逆 円 錐 形 で 細 く な る 構 造 を 有 す る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 組 成 は シ ク ロ ペ ン タ ジ エ ン 系 樹 脂 、 ジ ベ ン ジ リ デ ン ソ ル ビ ト ー ル

、 シ リ カ 及 び フ タ ル 酸 （ ２ － エ チ ル ヘ キ シ ル ） を 混 練 し て 得 ら れ た チ キ ソ ト ロ ピ ー 性 ゲ ル

〔 公 開 番 号 〕 特 許 公 開 平 ７ － ２ ９ ４ ５ １ ６ ） な ど を 利 用 す る 。 そ の 他 、 類 似 す る チ キ ソ ト

ロ ピ ー 性 ゲ ル 状 分 離 剤 を 用 い て 構 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル の 物 理 学 的 特 性 は HLB値 と し て 4.02～ 9.0、 比 重 は 25℃ で 1.02～ 1.

08で あ り 、 分 子 量 GPC法 に よ る 分 子 量 分 布 は 700～ 850で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 好 ま し い 態 様 で は 、 ゲ ル 状 分 離 剤 の 特 性 は 希 釈 血 漿 を 分 離 条 件 で あ る 遠 心 力 と 遠 心 時 間

は 1,300G、 10分 間 で 希 釈 血 漿 と 血 球 を 分 離 す る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 、 本 件 発 明 に よ れ ば 微 量 な 血 液 を 希 釈 緩 衝 液 で 希 釈 し た 試 料 に つ い て 、 そ の 希 釈 血

漿 分 離 に 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル を 用 い て 遠 心 分 離 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。

【 実 施 例 】

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 入 り 血 液 希 釈 保 存 容 器 を 用 い た 生 化 学 検 査 で の 実 施 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 EDTA添 加 上 腕 静 脈 血 を 試 料 と し て 遠 心 分 離 で 得 た 血 漿 と こ の 血 液 の 希 釈 さ れ た 血 漿 測 定

値 に 希 釈 倍 数 を 乗 じ て 求 め た 各 検 査 項 目 と の 相 関 デ ー タ を 示 す 。

表 １ は 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 の 層 が 希 釈 緩 衝 液 の 層 の 下 側 に 位 置 し て い る 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 底

封 入 タ イ プ (y)と 血 漿 (x)と の 相 関 統 計 デ ー タ 、 図 ５ は そ の 相 関 図 を 示 す 。

表 １ 　 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 底 封 入 タ イ プ
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【 ０ ０ ５ ０ 】

表 ２ は 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 の 層 が 希 釈 緩 衝 液 の 層 の 上 側 に 位 置 し て い る 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 希

釈 液 上 面 封 入 タ イ プ (y)と 静 脈 血 漿 （ x） と の 相 関 統 計 デ ー タ 、 図 ６ は そ の 相 関 図 を 示 す 。

表 ２ 　 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤 希 釈 液 上 面 封 入 タ イ プ

【 ０ ０ ５ １ 】

　 表 １ と 表 ２ に 示 す よ う に 、 血 漿 と の 相 関 性 は 非 常 に 良 い 結 果 で 、 こ の 血 漿 分 離 ゲ ル 化 剤

入 り 血 液 希 釈 保 存 容 器 に よ る 希 釈 血 漿 分 離 法 は 血 漿 を 試 料 と し た 測 定 値 と 遜 色 の な い 結 果

を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 こ の 微 量 血 液 採 取 方 法 は 血 液 採 取 の 時 間 と 場 所 に 制 限 が な い た め 、 医 療 機 関 に 出 向 く 時

間 が な い 場 合 、 災 害 時 、 遠 隔 医 療 、 健 康 管 理 な ど に 応 用 で き 、 未 病 の 人 を 早 期 発 見 で き る

な ど 、 医 療 費 の 節 減 に も 貢 献 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

１ 　 血 液 希 釈 保 存 容 器

２ 　 希 釈 緩 衝 液

３ 　 血 漿 分 離 用 高 分 子 ゲ ル 化 剤

４ 　 試 料 血 液
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５ 　 血 球

６ 　 上 部 開 口

７ 　 密 封 蓋

８ 　 希 釈 血 漿

９ 　 目 印 　

１ ０ 　 ス ク リ ュ ー 式 上 蓋

１ １ 　 ス ク リ ュ ー 式 底 蓋

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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